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前登志夫没後 15 年企画「歌⼈以前 若き⽇のことば」 

吉野から、吉野で ̶̶ 前登志夫書簡を読む 
磯部敦（奈良⼥⼦⼤学） 

××××××i@gmail.com 

 

メニュー 

� 横⽥俊⼀旧蔵史料から⾒る、戦後奈良の⽂芸交流と前登志夫 

� 吉野から ̶̶『望郷』『詩豹』、そして「児童⽂学」 

� 吉野で ̶̶「書斎」空間としての吉野 

 

１ 横⽥俊⼀旧蔵史料から⾒る、戦後奈良の⽂芸交流と前登志夫 

1. 横⽥俊⼀（明治 44/1911.3〜昭和 50/1975.4） 奈良⼥⼦⼤学名誉教授。近現代⽂学。

太宰治や稲垣⾜穂らと交流。 

2. 没後の昭和 50/1975 に横⽥⽂庫設置。詩⼈、歌⼈からの献呈署名⼊り寄贈本、多数。 

3. 同⼈グループ⽉曜会 奈良市を中⼼に、⾔語芸術に限らず多彩なジャンルの⼈物が

集まる。横⽥俊⼀、前登志夫（前登志晃）、⾦⼦千鶴（『⽇本歌⼈』同⼈）、増市⼆郎

（『短歌⾄上』同⼈）、松井浩⽣（俳⼈、『天狼』『運河』）、⼆代⽬松⽥正柏（⾚膚焼の陶

芸家）、⼤植義⼀（奈良県⽴図書館司書）、仲川章（⼀条⾼校教諭）、岩坂千尋（林書店

主）、安⽵⼀郎（朝⽇新聞記者）、吉村正⼀郎（『⼤和⽂学』『あまから』）、⼭⽥新之輔（『コ

ギト』『斜線』同⼈）、中村⼀作（奈良地⽅裁判所裁判官、万葉研究者）、服部英次郎（奈

良⼥⼦⼤学⽂学部・哲学）、曾沢太吉（奈良⼥⼦⼤学⽂学部・国⽂学）、⽵内正夫（奈良

⼥⼦⼤学⽂学部・英⽂学）、上⽥忠雄（⽂学部附属中学校⾼等学校）、笹岡太郎（奈良⼥

⼦⼤学事務局⻑）、⻑塚浄⼦（奈良⼥⼦⼤学⽂学部卒）など。 

4. 横⽥俊⼀と奈良⼥⼦⼤学 「知」や⼈を媒介する役割（メディエーター）。 

 

 

２ 吉野からの発信 ̶̶『望郷』『詩豹』、そして「前登志晃」 

1. 『望郷』（1951.11〜1953.6）＝ 地域の諸⽂芸同⼈が集う場としての雑誌 

『詩豹』（1953.18〜1955.6）＝ 前衛的現代詩誌として特化 

2. 『詩学』における『詩豹』の認知度＝「今年度の展望には全然といつていいほど無視

されていた」。詩壇ジャーナリズムへの批判と承認欲求。 
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3. 「成功者」花岡⼤学への憧れ ロールモデルとしての⼤学 → 詩⼈と「児童⽂学」 

 

 

３ 吉野で ̶̶「書斎」空間としての吉野 

1. この⼗年間、多くの雑誌へ発表し、種々遍歴もし前衛たらんとしましたが、私が他の

同時代の作家と異なる点は、詩⼈であるよりも⽣活者であろうとする⽥舎の信仰の

如きものを、つねに側⾯にもっていたことだと思います。それは、今にして惜しいこ

とでもありますが、〈⾃然の中に再び⼈間を樹てる〉という私の困難なテーマの弾性

となつているかもしれません。 

（前登志夫『宇宙駅』あとがき、昭森社、昭和 31/1956.6、p.122） 

2. 横⽥俊⼀、冨⼠⽥元彦らとのやりとり ＝ 思考の整序 

→ 考えを⾔語化し外に出す＝アウトプットすることで思考を整理し、あるいは反

応をとおしてヒントを得る。 

→ 複数の「私」（関係性のなかの「私」） 

3. 「書斎」空間としての吉野 ＝ 他者との隔絶、「孤」「独」空間 

→ 近代的「書斎」との相似 

→ 「私」（⾃⼰）との対話 ＝ 実存 

 

 


